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岸野文雄教授の退職記念号に寄せて
“不思議な縁”を重ねて
尾　熊　治　郎
　岸野先生、佐瀬先生の御退職に際し、同時期を過ごさせていただいた者の一人と
して、この機会に当時を回想させていただきます。
　岸野先生とは創価大学草創の時代の助手として採用していただいて以来の長年の
お付き合いです。開学当初の助手時代が思い起こされてきます。1971年、開学時の
助手は8名であったかと思います。中心者は高村忠成先生、土井健司先生でした。
創価大学1期生とは年齢差はさほどありませんでした。1期生は自分たちが「大学
の創立者である」との気概に満ちていました。助手会が作られ、最初は篠原誠初代
学生部長に定期的に出席していただいたことが思い起こされます。
　創立者は開学を前にして、「できれば通信教育部を作りたい、人間学部を作りた
い」とのご意向を伝えられていたそうです。しかし設置認可の手続き上の諸問題に
より、法学部、経済学部、文学部という標準的な学部構成でのスタートとなりまし
た（前理事長岡安博司氏の証言）。その後、₃学部の完成年度を待って、1976年法学
部、経済学部の2学部で通信教育部が開設されました。その際に、岸野先生とは同
じく通教部に所属することとなりました。佐瀬先生とは通教開設以来のお付き合い
です。通教部の草創の時代、創立者の創大生・通教生に対する渾身の激励の場面に
幾度となく触れさせていただきました。岸野先生、佐瀬先生とは、「創大通教の草
創の息吹」に触れながら不思議な歴史を築かせていただきました。通信教育部の歴
史は、通教開設30周年記念『学は光─創立者指導集』、通教開設35周年記念『学は
光』の中に収められています。お二人の退職に際して“創大通教”で築かせていた
だいた創立者との甚深の縁を改めて思い返させていただきました。誠に有り難い
「出来事の連続であった」という以外にありません。　
　21世紀の「創価教育の柱」（1999年、夏期スクーリングメッセージ）としての“創大
通教”は、制度面では通学部を基礎にしつつ出来上がっていますが、創立者の胸中
では開学の初めより通学部と通教部とは表裏一体の「人間としての完成」（通信教
育部開学式メッセージ）を目指した創造的人間育成の場として構想をされてきました。
“創大通教”は、人間教育の最高学府としての壮大なビジョンに基づく重層的な制
度として開設当初より明確に位置づけられてきました。
　教員組織は専門分野の異なる諸先生方により構成され、共同研究室などでの家族
的な雰囲気が持ち味でした。通教部の発展の歴史と共に、その都度、数多くの個性
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豊かな先生方との不思議なご縁を持たせていただきました。そのメリットを享受さ
せていただいてきました。折に触れて、専門の異なる闊達な議論が生じやすい場で
もありました。特に岸野先生、佐瀬先生には公私ともに何かと気兼ねなくご教授し
ていただいてきました。この場を借りて感謝の念を表させていただきます。
　こうした通信教育部ならではの雰囲気は、高村通信教育部長の時代に、「開設30
周年記念事業」として位置付けられた創立者研究として開花、先駆的な創立者研究
シリーズ（『創立者池田大作先生の思想と哲学』　第三文明社、2005年～2007年）を生み出
すことができました。当時に蒔かれた種は、時流に抗して、今後の創価大学の大き
な財産となって芽吹いてくるはず、と楽しみにしています。
　2015年、通教開設40周年という大きな区切りの時を前にしています。日本社会
は、既に「超高齢化社会」に突入し、改めて「生涯学び続け、主体的に考える力」
（平成24年「中央教育審議会」報告）の基盤づくりが求められています。多彩な可能性
を有した「通信教育」に一段の光が当たる時代に入ってきたとも言えそうです。40
周年、50周年記念の事業が射程に入る今、新たな創大通教の基礎づくりが始まって
います。2013年には「学習支援推進委員会」が立ち上がりました。2014年には通学
部、通信教育部ともに大きな制度改革が行われます。通教「日本語教員養成コー
ス」も時代の要請に即応しつつ再スタートします。
　総仕上げの時は、同時に、新たな挑戦の始まりです。40年の歴史的経験を集約
し、あらたな歴史が刻まれ続けています。同期の我々は、次代の歴史の繋ぎ目の役
目を果たすことができたのでしょうか。
　場違いとも思いましたが、お二人の退職記念号に於いて回顧の思いに触れさせて
いただきました。ともあれ、岸野先生、佐瀬先生の今後のさらなるご活躍とご健勝
を祈ります。
　最後に、2000年8月2日、新たな「千年世紀」を迎えようとするに際しての創立
者の長編詩、『人生の哲人の誇り！　新世紀へ　学の光を─わが敬愛する創価大学
通信教育部の皆様に贈る』の最後の一節を、自戒の意味を込めて記させていただき
ます。
「『創大通教』！　なんと崇高な意義を孕んだ　名であろうか！　働きながら　
人生の真髄と先端を征く！
『学光』！　なんと人生の深遠なる言葉か！　私は　その使命に誇りを持ち　人
の何倍も　奥深く　生き抜いていけるからだ！」（『学は光─創立者指導集』）
